
当院に外傷にて入院になった患者様へ

(臨床研究に関する情報）

課題名：

外傷早期の凝固線溶障害と治療・転帰との関連を解明するための多施設共同観

察研究2(JapaneseObservationalstudyhrCoagulationandThrombolysis

mEarlyTrauma,J-OCTET2)

1．研究の対象

2017年4月～2018年3月までに当院および研究協力施設に入院となった外傷患者さま

2．研究期間

2018年7月(倫理委員会承認後)～2020年3月

3．研究目的

本研究では、適正な外傷蘇生法の構築を試みます。本研究の計画時点で、以下に示す3

つの観察研究を予定しております。

1. ｢TraumaticBleedingSeverityScore(TBSS)の外部検証と大量輸血療法の適応基

準の策定」

TBSSは重症の外傷患者における出血の重症度を示すスコアとして開発されました。し

かし、その妥当性に関しては未だ検討が不十分です。本研究は、TBSSによる大量輸血

療法の予測精度に関する外部検証を行うことを目的としていいます。

2． 「新規外傷死の三徴の外部検証と新たなDamageControlSurgery(DCS)施行基準

の策定」

DCSは、重症の外傷患者における手術戦略のひとつです。DCSの施行基準に、 「外傷

死の三徴」があります。しかし、従来の「外傷死の三徴」はDCSの適応基準として不

正確であることが判明したことから、 「新規外傷死の三徴」が開発されました。本研究

は、この新たな「外傷死の三徴」の妥当性を外部検証することを目的としています。


